
流域治水の具体的な取組み内容 

 

下記のとおり流域治水の具体的な取組み内容を報告します。 

 

（企業等名称：株式会社 山全 愛媛営業所） 

目的や背景 

近年、気候変動の影響により日本各地で水災害が頻繁に起こることが予想さ

れております。水災害含む災害発生時には、社員、来訪者などの生命や身体

の安全を最優先し、迅速に災害復旧活動に移行できるよう河川周辺に位置す

る弊社愛媛営業所も普段から継続して訓練しています。 

地域の建設業者として救助、復旧活動を実施する責任があるので率先して流

域治水にも取り組んでいきます。 

取組み内容 

① 水災害を含めた企業ＢＣＰの策定 

・四国建設業ＢＣＰ継続認定（～令和７年９月３０日） 

② 防災士の取得 

・愛媛営業所社員２名取得（令和６年１０月現在） 

③ 水災害を想定した避難訓練と社内研修の実施 

・年間２回、愛媛営業所にて避難誘導訓練及び社内研修を実施 

④ 河川の清掃ボランティア活動 

・年間３回、自社の社員１０名以上にて愛・リバー活動を実施 

（加茂川河川敷 草刈り・ごみ拾い） 

取組状況が 

分かる写真 

① 水災害を含めた企業ＢＣＰの策定 

・四国建設業ＢＣＰ継続認定（～令和７年９月３０日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認定証】    【事業計画書】    【受ける被害の想定】 

 

 

 



③ 水災害を想定した避難訓練と社内研修の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     【社内研修】 

 

【避難誘導訓練】 

 

 

④ 河川の清掃ボランティア活動 

・平成２８年３月２８日から愛・リバー清掃活動開始 年間３回 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   【愛媛県知事からの感謝状】 

                    

 

 

                    

 

 

 

【愛・リバー活動実施報告書】     【活動状況写真】 

 

 



その他 

平成 30 年 7 月の西日本豪雨により、西日本を中心に広域かつ同時多発的に

河川の氾濫や土砂崩れ等が発生しました。 

近年頻繁に耳にするようになった線状降水帯やゲリラ豪雨など、水災害はい

つ、どの地域で発生してもおかしくないような身近な災害となっています。  

地域防災の担い手として、BCP 訓練の回数増加や防災士の資格取得、環境保

全活動など社員全体で治水対策への意識向上に努めていきたいと思います。 

 


